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ネパールにおける成人識字学習者を取 り巻 く状況の一考察

～ 力同ス ト社 会の コンテ クス トにお いて ～

長 岡 智寿子

【要 旨】

開国(1951年)以 来、ネパール王国(以 下ネパール)は 近代化 に向けた様 々な開発施策 に取 り組んで きているが、

政治的、経済的、社会的に今 も不安定 な状態が続いてお り、教育開発 について も多 くの課題が残 されている。就学

経験が乏 しかった人々に対す るNon-fo㎜ 且Education(NFE)プ ログラム も重要課題の一つであ り、主に成人女性 を

対象に した識字教育が ネパール全土で展開されている。

NFEプ ログラムは政府 よ りもNGOの 主導 によ り行なわれてお り、 関連す る組織の数は500以 上に もお よぶ とされ

ている。 しか し、プログラムに携 わる人々の視点や姿勢 から観察 されることは、本来、支援 されなければな らない

学習者の立場 を無視 したものが多 く、 また、NGO間 の競い合いが 目立つ傾向にあ り、 ネパールが半ば開発案件の市

場 と化 しているといえる。

本稿では、これ までの調査研究 をふ まえなが ら、現在 、行われている識字 プログラムを改めて検討する とともに、

カース ト制度 を下部構造 にもつ社会の中で展開 されている読み書 きの学 びを、学習者の視点 をもとに考察 してい く

こととする。

1:問 題 の所 在

(1)ネ パ ー ル 社 会=被 援 助 大 国 の 現 状 ～ 開 発 と い う名 の 市 場.～

開 国(1951年)以 来、 ネパ ール王 国(NepalKlngdom:以 下 ネパ ール)は 近代 化 に向 け た様 々 な開発施

策 に取 り組 んで きてい るが 、政 治的 、経 済 的、社 会 的 に今 も不 安 定 な状態 が続 い てお り、教 育 開発 につ い

て も多 くの 課題 が残 され てい る 。例 えば 、国 の識 字 率 は男 女 合 わせ て約40%、 就 学率 は69.4%で あ り1)、

現 在実 施 され てい る第9次5ヵ 年計 画 にお いて も初等 教育 の普 及 が最 大の 課題 とな ってい る。 ま た、就学

経 験 の乏 しか った 人 々に対 す るNon-FomlalEducation(以 下NFE)プ ロ グ ラムの推 進 も重 要 な課 題 の ひ と

つ で あ り、 主 に成人 女性 を対 象 に した識字 教育 が ネパ ール全 土 で展 開 され てい る。2>

近年 で は、年 間 に約20万 人の 成 人が識 字 プ ロ グラム に参 加 した と報告 されて お り3)、 また、 プ ログ ラム

に携 わ るNGO(国 内 、海 外 含 む)が 無 数 に存在 す る こ とか ら も、 成人 識 字教 育 へ の関 心 は高 ま りを見せ

て い る とい える。 こ う した現 状 は、 特 に1990年 に タイの ジ ョムチ ェ ンで 開催 され た 「万 人の た めの 教育 」

(EducationforAl1)世 界 会議 に お ける提 案 を受 け て、 また、 ネ パ ール 国内 の民 主化 の動 き も追 い風 とな っ

て生 じた もので あ る。

ネパ ー ル国 内で展 開 され て い る様 々 な教 育支援 プ ログ ラムの 中で 、 と りわ けNFEに つい て は、政府 よ り

もNGOの 主導 に よ り行 な われ てお り、 関連 す るNGOの 数 は お よそ500に もお よぶ(Tuladhar,1999,pl36.)。 そ

の け ん引 役 的 な存 在 で あ るNGOは 海 外 資 金 に よるNGO(以 下INGO:InternationalNon-government

Organizations)で あ り、 各々 の プロ グ ラム を開発 して プ ロジ ェク トの実績 を残 してい る。

しか し、 プ ロ グラム に携 わる人 々 の視点 や姿 勢 か ら観察 され る こ とは、本 来、 支援 され なけれ ば な らな

い 学 習者 の 立場 を無 視 した ものが 多 く、Khana且(2001)が 批 判 す る よ うに、 「(INGOは 〉 商 業主 義 的 で、

あ る特定 の集 団 のみ をター ゲ ッ トに し、プロ ジェ ク トの 成果 報告 や プ ログ ラム開発 を優 先 に しよう とす る」

(Khana1,R,200Lp67.)実 態 が あ る こ とは否 め ない 。具 体 的 に は、次 の よ うな こ とが あ げ られ る。 第 一 に、

多 数 のNGOが 存 在 す る に もか かわ らず 、 互い の経 験 を共有 す る こ とが な く、NGO間 の ネ ッ トワ ー クが築

か れ てい な い こ と。 第 二 に、 単独 で成 果 をあ げ よう とす るた め 、 同種 の活 動 を行 な ってい るNGO同 士 の

競 合が 目立 つ こ と。(Tuladhar,1999,p150.)第 三 に、 「開発 」 とい う語 を乱 用 し、 プロ ジェ ク トの ため の資

金援 助 を招 くこ とが 目的 となっ て しま ってい る こ とで あ る。
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今 日、 カ トマ ンズ(Kathmandu)市 内 を歩 けば、 「○ODevelopment」(○ ○ 開発)と 書 かれ た看 板 を頻 繁

に 目にす る。 そ れだ け、都 市 部 に拠点 を もと う とす るNGOが 多 い こ とが うかが え る。 「開発 」、 「NGO」 と

名 が付 くもの の裏側 には、 何 らか の手 だて で利益 に与 か ろう とす る人々 が絡 んで い る場合 が多 く、 この よ

うな体 質 を見抜 くこ とも、 援助 活動 を行 ってい く上 で:重要 な ポイ ン トで あ る に違 い ない。 つ ま り、 ネパ ー

ルが 開発 案 件 のマ ー ケ ッ トと化 して い る傾 向 にあ り、NFEに 関 わるNGOの 取 り組 み にお いて も、真 に教 育

支 援 を求 めて い る学 習者 の ニ ーズ に応 え る形 で展 開 され てい る とは言 い に くい状 況 に ある。

こ れ ら の 根 本 要 因 は 、 ネ パ ー ル 社 会 の 固 有 の 体 質 に あ る と い っ て も 過 言 で は な い 。 ビ ス タ

(Bista,D.B,1991)が 鋭 く批判 す る ように、 一般 的 に、 ネパ ー ルの社 会 はパ フ ン(Bahun)や チ ェ ッ トリ(Chhetd)

とい った高 カース トが支 配 す る体制 とな ってお り、 組織 の 主要 なポ ス トは その よ うな高位 カース トに よ り

占有 され て い る こ とが 多 い。 過去 の ラナ政 権(藍846-1950)下 で 強化 され てい たパ ンチ ャ ーヤ ッ ト体制4)

の 名残 りを引 くかの よ うに、 「チ ャ カ リ(有 力者 へ の接 見)」 や 「ア フ ノ ・マ ンチ ェ(自 分 の身 内)」 を優

遇 す る こ とに努 め よ うとす る人 々 の動 きは 、 こ の 国 の 低 開 発 の 要 因 の ひ とつ で あ る と も考 え られ て い

る。5)

(2)識 字 プ ロ グ ラ ム の 評 価 に つ い て ～ 学 習 者 の 「立 場 性 」6)が 考 慮 され る こ と を求 め て 佃

これ まで 、識 字 プ ログ ラム を取 り巻 く現 状 につい て、 カ ース ト社会 の コ ンテ クス トに触 れ なが ら述べ て

きたが 、で は ネパ ール社 会 で実施 され てい る識字 プロ グ ラムは 、実際 には どの よ うに評価 されて い るのだ

ろ うか。

ネパ ー ルの成 人識 字 プ ログ ラム に関す る報 告 や、 プ ロジ ェ ク トの成 果 に関 す る評 価 は各 団体 によ り様 々

な形 で行 なわれ てい る。例 えば、プロ グラ ムの実 施 に よ り確 かな成 果 をあ げ た とい う報告(CERID,1998)や 、

プロ グラ ムを行 な った こ とに よ り、 コ ミュ ニテ ィ開発 へ の契機 にな った とい う実績 報告(佐 藤 、村 上 、神

馬 、1999)も あ る。 しか し他 方 で は、 プ ログ ラム参加 者 は学 習期 間が 過 ぎる と、再 び もとの非 識字状 態 に

戻 って しまい 、 学習 の成 果 が維 持 されて い ない(例 えばComings.JP,1995)と の 否定 的 な評価 も散見 され

る。

筆 者 は 数種 の プ ロ グラ ム を観 察 し、 フ ィール ド調 査(長 岡a、2000)を 行 った 結果 、基 本 的 には 後者 に

よる評価 を支持 す る と ともに、 ポス トリテ ラシ ー(基 礎 的識字 学 習期 間終 了後 の継 続教 育)プ ログ ラム終

了後 に も、何 らか の形 で学 習者 を継続 的に支援 して い く必 要性 が あ る こと を指摘 して お きたい。なぜ な ら、

プロ グ ラム報 告 の多 くは 「識 字 率 は○%上 昇 した」7)、 学 習 内容 が 定着 しな い理 由 は 「(学習 者 の)半 数

以 上が ドロ ップ アウ トして しま うため」 とい った量 的 な コメ ン トや学 習者 側 に原 因 を帰す るこ とに終始 し

て お り、具体 的 な改 善策 や提案 に まで 踏 み込 んで論 じてい る ものは 少 ない か らで あ る。

確 か に、 どの よう な学 習 が行 なわ れた の か とい う問い に対 し、具 体 的 な数値 で学 習 達成状 況 を示 す こ と

は説 得力 を もつ であ ろ う。 しか し、学 習参 加者 が どの よ うな経 緯 で、 どの ような学 び を展 開 してい っ たか

とい う、数 値 化 され え ない 要素 に も目を向 けて分 析 す る姿 勢 が 、NFEに お い ては特 に必 要で は なか ろ うか。

識字 率の 上昇 の み を評 価基 準 とす る こ とは、宮 島(互999)が 述 べ る よ うに、本 来、 質 的な 多様 性 、独 自性

の なか にあ って 、等 質的連 続性 の上 に乗 らない はず の要素 が な ん らか の置 き換 え操 作(例 えば数 値 に換算

す るな ど)を 通 じ、大 小 、高低 、優 劣 とラ ンクづ けす る こ とで は なか ろ うか。氏 は人 々の もの の見方 、感

じ方 、 ラ イフス タイルな どをすべ て量 的 な要 素 に置 換 す る こ とは近 代社 会 の衝動 で あ る と指摘 し、 もっ と

多面 的 な考 察 が必 要で あ る と してい るが、本 稿 にお い て も、 この よう な視 点 を大切 に した い。

識字 プ ログ ラムに参 加 して い る学 習 者 は低 カ ース トに属 してい る女性 が 大半 であ り、低 カー ス トの人 々

が持 って い る世 界観 や カース トに よる差別 に対 す る想 い を分 析 した上 で、識 字 プ ログ ラムの あ り方 を検討

しな い限 り、効 果 的 なア ウ トリーチは難 しい と考 える。 そ こで 、本稿 では、 過去 の学 習参 加者 が どの よ う

な生育 歴 を持 ち、 ま た、 どの よ うな経緯 で学 習 に取 り組 み 、そ の結 果 と して学習 の場 へ の参加 を どの よう

に評価 して きてい るか とい った 、よ り質的 な側 面 に注 目す る。 また 、これ までの 調査研 究 をふ まえなが ら、

学 習参 加者 を取 り巻 く環 境 や ラ イフス タイル、 人的 な交流 等 の分 析 を試 み る。具 体的 には、学 習 参加 者が

女性 で あ り、低 カース トで あ る とい う当該社 会 にお い て周辺 化 され た 「立 場性 」 を考慮 し、 カー ス ト社 会
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を下 部構 造 に もつ社 会の 中で展 開 されて いる読 み書 きの学 び を、学習 者 の視点 を も とに考 察 してい くこ と

とす る。

皿:カ ース ト制度を下部構造にもつ社会の中で展開される識字教育

(1)ネ パ ール で 行 な わ れ て い る識 字 プ ロ グ ラ ム

冒頭 で も述べ た よう に、 ネパ ー ルは今 やNGO大 国 とな り、多 数 のNGO(国 内外含 む)が 各 々 の プロ グ

ラム を展 開 してい る。 そ の中 で もい くつ か の主要 なINGOが 政府 に代 わ って識 字 プ ログ ラ ムを 中心 に した

NFE支 援 を行 な ってい る。 ネパー ル で行 な われ てい る識 字 プ ログ ラム8)の 形 態 は、実 施 団体 に よ り教 室 、

設 備 、指 導者 、 時 間帯等 、様 々で あ るが 、一般 的 には ネパ ール全 土 で 同一 の テキ ス トが使 用 され てお り、

学 習期 間 も6ヶ 月 の基礎 的学 習期 間、3ヶ 月 のポ ス トリテ ラ シー とい う仕 組 み に なって いる。 クラス編 成 は

近 隣 に住 む人 々が 参加 しや す い よ うに配 慮 され てお り、参 加者 の都 合 の よい時 間帯 に行 わ れて いる。 しか

し、 実際 に は途 中で止 め て しま う人 が非 常 に多 く、 ドロ ップア ウ トを防 ぐ方策 に力 を注 が なけ れば な らな

い。 中 に は1ク ラスの 人数 が5人 を切 る と、学 習 を取 りや めて しま う団体 もあ.るが 、 そ う した学 習 の運営

にお け る当面 の規 則 は、 プ ログ ラムの支援 団体 に よ り異 な って いる。 ここで、 現在 ネパ ー ルで行 なわれ て

い る主 な識 字 プ ログ ラム につ い て、 簡単 にそ の内容 を紹 介 して い くこと とす る。

まず 、 ネパ ー ル国 内 で行 な わ れて い る識 字 プ ロ グ ラムの 一般 的 な教 授 法 につ いて 述べ てお く。 そ れ は

Guru-kuruシ ス テ ム9)と 称 す る 暗記 中心 の学 習 形態 で あ り、指 導 者が テキ ス トに書 い てあ る単 語 を読 み上

げ、それ に続 い て復 唱 して い く形式 を何度 か繰 り返 した後 、文 字 の表記 につい て学 習 してい くもので あ る。

指 導者 も特 別 な トレーニ ング を受 けず に指導 す る こ とが で きるが 、テ キス トを暗記 す る こと を重視 す る あ

ま り、指導 者 と学習 者の 関係 が 一方通行 とな って しまい、 自由 な発 想 を生 み 出 しに くい とい える5

テ キ ス トは無料 配 布 され る 「ナ ヤ ゴ レ ト」(=新 しい道)と 称 す る もの であ り、 か つて ユ ネス コ賞 を受

賞 す る な ど、識 字 のテ キス トして は よ くで きて いる と評価 され てい る。 しか し、70年 代 か ら一度 も改 訂 さ

れて お らず 、 内容 も汎用 性が な く、 学習 者の 興味 を引か な くな って きてお り、 それ に代 わ るテ キス トが求

め られて いる。(長 岡,2㎜a)'

こ う した学 習形 態 を改 善 しよ うと、INGOで は地方 のNGOと 提 携 しなが ら、 独 自の プ ロ グラ ムを実施 し

てい る。 その 中で も、代 表的 な例 と して以 下三 点 を紹介 す る。

まず 、 識 字 プ ロ グ ラム に携 わ って い るINGOに よ る プ ロ ジ ェ ク ト開 発 の 近 年 の 特 徴 と もい え るPRA

(Pa質icipatoryRuralAppraisal)1。)を 基 軸 に した参 加型 開発 を 目指 す ア プロ ーチが あ る。PRAは1970年 代 か

ら試 行 され ては い たが 、近 年 で はPRAの 理 論 を も とに 「REFLECTII)」 と称 す る教 授 法が 脚 光 を浴 び てい

る。主 に イギ リス に本部 を持 つACTIONAIDに よ り展 開 されてい る。

次 に、 ネパ ール 政府 か ら全 面 的 にNFEプ ログ ラム を委託 され てい るINGO、WorldEducationの 取 り組 み

につい て述べ て お く。Wor翌dEducationは1951年 に米 国 で活動 を開始 し、 国際 的 に も名 が通 る数 種 の実績 を

誇 る団体 で あ る。 ネパ ー ルで は 「HealthProgram」 や 、 自立促 進 の ため に識字 プ ログ ラム と統 合 す る形 で

貯蓄 の ノ ウハ ウを身 に付 け よう とす る 「WEEL(Women'sEconomicEmpowαmentandLiteracy)」 な どを展 開

してい る。そ の他 、識字 の教材 開発 に も力 を入 れて お り、刊行 物 も数 多い 。

最 後 にUMN(UnltedMissiontoNepa1)に つ い て記 してお く。UMNは1954年 にカ トマ ンズ近 郊の 古都 バ

グ タープ ール(Bhaktapur)に 病 院 を開設 し、女性 の た めの 医療 診療 か ら活動 を開始 したINGOで あ る。 今

日で は 医療 協 力 に加 え 、教 育 支援 、 技術 開発 、 お よ び農業 指 導 等、 幅広 く活動 を行 な って い る。 中で も

NFEプ ログ ラム にお いて は、識 字教 育 を中心 に ネパ ール全 土で 活動 してお り、特 にポ ス トリテ ラ シー に力

を入 れて いる。 具体 的 に は、学 習者 に読 書 の習慣 を根 付 かせ る ため に、 ネパ ール語 の 簡単 な読 み物 を数種

類 に渡 り作 成 してお り、 内容 に も幅 を もたせ る な どの 試み が な され て いる。

以上 、簡 潔 に事例 を紹 介 したが、今 後 、 これ らの試 みが 活 か され、 ネパ ー ルで行 なわれ てい る識字 プロ

グ ラムが質 的 な発 展 を遂 げ、 幅広 く定 着 して い くこ とを望 みた い。12)
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(2)「 識 字 プ ロ グ ラ ム 」 の 参 加 に あ た って

筆 者 が調査 を行 ったパ タン(Patan)市 のA地 区(仮 称)で は 、古 くか ら複 数の 団体 が識 字 プ ログ ラム に

取 り組 んでお り、 他 の地 区 に比べ 、過 去 の学 習経験 者 も多 い。 パ タン市 はネ ワ ール(Newar)13)を 中心 に

した古 都 で あ り14)、都市 部 とい う こと もあ って、市 全 体 と しての 識字 率 も男 性が83.9%、 女 性が67%と 全

国 レベ ル よ りはる か に高 い。A地 区の 人 口は 約3082人 、690世 帯15)で あ り、観 光 客が 頻繁 に訪 れ るエ リ ア

に も さほ ど遠 くないた め、観 光収 入 に よ り生計 を立て て いる 人 も少 な くはない。

しか し、そ の よ うな都 会 の 一角 で、 日の 当 た らない生 活 を強 い られて い る人 々が寄 り添 い なが ら生活 を

して い る。彼 らは ネパ ール の中 で は低 カー ス トに属 し、常 に社 会 の中 で周 辺化 され てい る立場 にあ る。A

地 区 内で識 字 プ ログ ラム に参加 してい る学習 者の 多 くは 、その ような低位 の カ ース トに属 す る女性 で ある。

また 、彼 女 た ちの 多 くは 、前 項 で述 べ たUMNが 行 なっ てい た プ ログ ラム に参 加 して い た。 彼女 た ち は学

習 に参加 す る にあ た っ て、 どの よ うな心境 であ ったの だ ろ うか 。次 に示 す の は フ ィー ル ド調査 聖6》に よる

イ ン タビュー記 録 の例 であ る。

何 をする ところ なの か、何 も知 らなかったか ら、びっ くりした。私 は別 に参 加 した くてや って来たわけ じゃなか ったか ら。

(笑 〉あの子(友 人〉が行 くって言 うか ら一緒 に来ただけ なのに。勉強 なんか、子 どもの時 にち ょっと学 校 に行 った ことが

あったけ ど、全部忘 れて しまってたか ら。 だか ら、教 科書 を渡 された時 はび っ くりした。勉強 は子 どものや るこ とだ と思っ

ていた し、私 には関係の ない こ とだ とね。私 たち(自 分の家族 〉は皆、 ネパ ール語が書け ないけれ ど、今の仕事 には特 に問

題 はない と考えてい るか ら。子 ど もの時 は、学校に行 くと、先生 に怒 られ たんだか ら。 「あ んた達の来 る ところ じゃない。」

って、怒鳴 られた ことを覚 えてるか ら、今 更ねえ。勉強は関係 ないってず っと思 ってたから。

(45歳a、 野菜売 り)

家の前 に皆(近 所 の人 たち)が 集 まって るか ら、阿 を してるのか と思い、聞 いてみた。今度 、皆で集 まって、ネパー ル語

の練習 を しよう と誘われ たんです よ。別 に興味 なんてなか ったか ら、黙 って た。で も、 スジャが行 くと言 い出 したので、皆

が行 くことになって しまった。私は勉強 なんて、必 要のない ことだ と思 ってたか ら、断 った。で も、その 人(指 導者)か ら、

何度 も 「あなた も来な さい」 って言われ て。昔、 わた し達や カ ミ、サ ルキ17)と か もそ うだけ ど小 さなカース トは学 校 に行

くことが で きなか ったの よ。 そんな こと、知 らないで しょ?行 った ら嫌が られ るんだか ら。(先 生か ら)怒 られ るの よ。 だ

か ら、子供 の時は(勉 強す る)チ ャンス なんてなかった。 リテラ シー クラスが は じめて だった。 もし、上 のカース トが食事

をして いた ら、近づ くな とも言 われて た。 カ ミもサ ルキ もね。畑 で も嫌が られ たもん よ。(嫌 が られ て も)仕 方 ない。 どう

する こともで きないか ら。(笑)

(38歳a、 土産物売 り)

上記 の例 以外 に も、学 習 者 の大半 が就 学 の経験 に乏 し く、 また、低 位 の カー ス トとヤ・う こ とで 、学校 に

行 くと嫌が られた とい う被差 別経 験が あ った ことが確 認 され た。当該 社会 の 中で はマ イノ リテ ィーで あ り、

社 会 の主流 と され る人 々 に接 した際 に否 定 的 な態 度 を とられて きた経 験 か ら、 自 ら も公 的 な場 に出て行 く

こ とを拒 む姿勢 が 身 につい て しまった ことが見 て取 れ る。 そのせ い か、 自発 的 に学習 に参 加 す る ような態

度 は見 られず 、偶 発 的 な きっか け によ り、学習 の機 会 に アクセ スす る こ とが で きた と解釈 され る。つ ま り、

識 字 プ ログ ラム は、学 習す る こ とを奨励 され、教 科書 とペ ンを握 る非 日常 的 な機 会で あ り、普 段 、接 す る

ことの ない 「場 」 で もあ った こ とが わか る。

(3)「 低 カ ー ス ト」 とい う立 場

さて、成 人 して から学 習す る機 会 を得 た彼 女た ちは、地 区 内で は どの よ うな存 在 なの だ ろ うか 。

(略)私 たちはサ ヒカース ト18>です。 サヒは肉 を売 るカース トなんです。(略)最 近で は、お金のあ る人 が肉 を売 ってま

す。 自分 の店でね。 今 じゃ、 肉屋 をす るには、冷凍 しておか ない とね。機械 が必要 だか ら、昔 と違 って。(笑)冷 蔵庫が い

るか らね。お金が ない と無理。知 らないで しょうけ ど、 ネパールでは仕事が カース トご とに決 まってるか ら。私達 は自分で
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する ことが できないか ら、他 の人に習って覚 えた り、や っても らった り。 だか ら、何で もで きるわけ じゃないの よ。金持 ち

は知 らない けど、私達 の間では、同 じだと思 う。この辺 りはすべ て同 じサ ヒ。

昔は 、大 きなパ ーテ ィー とかで もカー ス トの違 う人 とは一緒 に座 らないんだか ら。 お皿 も一緒 に触わ らない しね。(上 位

カー ス トと食事 を一緒 に しない とい うこと。)今 はそ うで もないか と思 うけ ど。 ああ、で も今 もそ うか もしれ ない。 この前

は別 だった から。 ここ じゃあ 、(パ タン)そ うい うこと も少 ないか らね。(沈 黙)昔 の ことだけど、や っぱ り、今 もそ うか も

知れない。 なぜ な ら、 この前 もそこ(近 くの ヒテ ィ)で 洗濯 してた ら、「こ この水 は汚 いか らなあ。」 って子 どもに教 えて る

親子 がいた しね。私 た ちは毎 日、水 汲み して るのに、汚い だなんて、何故、 そういう言い方 をす るのか、分か らなかったけ

ど、今 、思 う とそ うい う(私 た ちが使用 して いる ヒテ ィだ から)こ とだったの か もしれ ない。 まあ、 もういい けれ どね。

(子 どもの手 を握 る)

(45歳b、 野菜 ・土産物売 り)

私 た ちは小 さい カース トだか ら、他の人の(上 の カース ト)家 に行 った時、入っ ちゃいけ ないって言われた ことが あった。

このパ タンで。私 はその時、「あんたの カース トは?」 「私 はラマ だ よ。夫がサ ヒなんだ よ。」 って ね。 そ した ら、「あんた も

サヒ じゃないか。」 って言 うの よ。19}私 は 「あ んたと同 じだ よ。」 って言 ってやった。 「あた し達 は同 じ人間だか ら、同 じ血

が流 れてる。」 って。「もし、私 の体 が切れた ら、血 が流れ る。 だけ ど、あん た も体 が切 れ たら血が流 れるんだ よ。 同 じじゃ

ないか。」 って言 ってや った。 金持 ちは私 た ちの こ とを嫌が ってるけ れ ど、そん なこ と許 さない。だ って、同 じ血が 、人間

には流 れているで しょ。(略 〉 わた し達 がいない と困 るのは彼 ら(上 の カー ス ト)な んだか らね。

(略)サ ノガオンで肉 を売 っていた ときだ って、 「井戸 の水 を飲む な。」って言 うんだか ら。 「もし、あ んた達 が飲んだ ら、

その井戸が全部使 えな くなる。」って。 そこにいたの は一年 だけだった けど。お金 も損 したわ よ。た くさん損 したか らね え、

肉屋 はや っぱ り無理 かなあ。 ここからは遠い けどね。 こ こな争、 いける と思 ったんだけ どね。 だめ だった。私 たちは(そ こ

の)水 を使 えなかった。 ジャポ(マ ハ ラジャ ン〉がね、い ちい ち言 って くるんだ。それか らは、サ ドバ トに も行 ったけ どね。

一日50ル ピーぐらい稼 いだか な。 もう、ずいぶ ん前 のこ とだけ ど。 それか らは、サノテ ィミにも行 ったけ ど、や っぱ り損 し

たか らね。だめだった。それか らはここでね。野菜は緑で しょ。野菜 も肉 も一緒 なの にねえ。肉 も野菜 も何 も違わ ないの に、

も し、上の カー ス トに水 を渡 そ うとした ら、怒 られるの よ。訳が わか らないわ。

(38歳b、 野菜売 り)

カ ース ト社 会 の一 般 的 な構 造 と して は 、表1の よ

う に、 大 き く6つ の カ テ ゴ リー に分類 され る。 サ ヒ

はそ の 中でVに 分類 され る こ と にな る。上 記 の二 つ

の 事例 にあ る よ うに、 学 習者 が 「サ ヒ」 とい うカ ー

ス トで あ るため に 、「(上位 カース トに属 す る人 々 に)

水 を手 渡 す こと も許 され な い」 とい う低 カ ース ト特

有 の被 差 別経 験 が述 べ られ てい る。 そ して、 地域 で

共 有 されて い るはず の井戸 で さ え、彼 らは使 うこ と

を許 されて い なか っ た こ とが うかが える。 確 か に今

日で は 、 「こ この水 は汚 い か ら な あ。」 「この井 戸 の

水 を飲 む な 。」 とい う よ うな発 言 は 、 パ タ ン市 の よ

うな都 市部 に お い て は、 「昔 の こ と」 と片 づ け られ

て しま うの か も しれ ない 。 しか し、 「あ そ こ(サ ヒ

の居住 区)は とて も汚 い ん だ。 で きれば 、行 か な い

方 が い い と思 うよ。」 と筆 者 に何 度 とな く助 言 す る

地 区 内 に暮 らす ネパ ール 人(サ ヒ よ りも上位 の カー

ス ト)が 多 い こ とか ら も、 今 日 にお いて もサ ヒ とい

うカー ス トは 「water-unacceptablecaste」(水 を与 え

られ な いが可 触 の カー ス ト)20>と 見 な され て いる に

ちが い ない。

豪1カ ースト鯛度における6つ の主要な下位区分

1

皿

皿

v

13僧侶、司象.郷
江1設人、事粟家、等

(臥 πは共にドミナント・カーストとされる。)
皿=農粟、大工、●の●工職人、等
四1農粟、楽士う床畳、等
V:肉 履、楽曝、仕立て口、等
w:葡 掲桑.等.

D●》樋闘.Gd㎞rl199卵臨o剛k一 み馳dT蹴P南dよ り筆看作蔑
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また、近 年 の傾 向 と して 、一部 だけが 「肉売 り」 に従事 してい るが 、サ ヒは主 に水牛 屠殺 に従 事 す る職

業 カース トであ る こ とか ら も、 地域 の ドミナ ン トカース ト(サ キ ャな ど)か らは低 く見 られて い る ことが

わか る。 しか し、 最 近で は、 「肉売 り」 の 商売 にお いて冷 凍貯 蔵 庫 の必 要性 が 高 くなっ てお り、従 来 の よ

うに処理 した ばか りの水 牛 を切 り裁 き、 その まま店頭 に並 べ てお くよ うな こ とは 「商 品(肉)を 台無 しに

す る(腐 敗す るため)」 こ とにな るた め、 冷凍 保 存 して お くこ とが 求 め られて きてい る。 そ の ため 、高額

の 冷凍 庫 が 肉屋 の必 須 ア イテ ム とな り、 「お金 が あ れ ば、 肉屋 をす る こ とがで きる」 と受 け止 め られつ つ

あ り、同 じ地域 のサ ヒカー ス トであ って も、経 済 的 な格 差 が拡 大 して きて いる。

しか し、低 カー ス トに出 自を もつ 彼女 た ち は、特 別 にその ような体 験 を卑 下 してい る よ うで もな く、 ま

た 、社 会 制度 を批 判 す る とい うよ り、 む しろ平然 と 自 らの被 差 別経 験 を語 ってい る ように見 受 け られ る。

「わ た し達 は同 じ人 間 なん だか らね。(体 を)切 った ら血 が流 れて くるん だか ら。」 「彼 ら(上 の カース ト)

は わ た し達 がい な い と困 るん だか ら。」 とい う発 言 は、差 別的 な発 言 を投 げか け られて も、 「同 じ人 間だ か

ら」 とい う姿 勢 に よ り、 避 け られ てい る 「立場 性 」 を 回避 しよ う と してい るよ う に受 け取 れ る。 そ して、

現 実的 な問題 に 目を向 け、「わた し達 がい ない と困 る。」 とい う ように、定 め られ た社会 的 身分で は あ るが 乱

互 い に依 存 し合 っ てい る社会 関係 を見 据 えた発 書 が な され てい る。

ネ ワー ルの諸 カース ト ・シス テ ム に詳 しい石 井(1997)に よれば 、近年 の傾 向 と して、 従来 であ れ ば明

確 な 隔た りが あっ た と思 われ るカ ース ト問の 関係 も、主 に都 市部 を中心 に異 な るカー ス ト間の通 婚 が進 み、

それ まで 、低位 にあ った カー ス トが 隣i接す る上位 カース トと同程 度 の位相 に位 置づ け られる よ うに変化 し

て きてい る とい う。

しか し、 カース ト社 会全 体 として は、そ の主 要 な特徴 で あ る 「名前 を もち、互 い に序 列 づ け られ、原 則

的 に帰 属 は生得 的(世 襲 的)で 、 内婚 的で あ り、 また、 浄 ・不 浄の 観念 、力 と地位 ・役 割 の重 な り合 いへ

の指 向、 お よび上位 政 治権 力 に表 わ され る統 合 観念」 は、未 だ に人 々の 日々の暮 しの中 に深 く浸透 してい

る。 なぜ な ら、特 別 な場 合 を除 い て、低 カース トが 上位 の カー ス トの屋 敷 に入 る こ とは少 な く、 ま してや

住 居 の最 上 階 に あ る台所 には 絶対 に入 る こ とは 許 され な い。 また、 ネパ ール の 人 々の 間 で は、 「けが れ」

の概 念 が重 視 され 、 それ は接 触 や接 近 に よ り 「うつ る もの」 と考 え られ てお り、カ ース ト社会 で はそ う し

た行 動 を避 け る こ とが 随所 に見 られ るか らで あ る。 さ らに、 「けが れ」 は 口か ら うつる もの と もされ、 前

述 の 「井戸 の水 を飲 む な。」 とい う発 言 も、 こう した意 味 か らの 発 言 で ある こ とが わ か る。 参考 まで に、

表2にA地 区の世 帯 数別 カース ト構造 を示 してお く。

バルム ハフン

バ ジュ(バジュラチャーリヤ)

注(食 物授受の方向に従い、ほぼ上から順に並べたもの。
カース ト区分については表1を 参照のこと。)

1996年 度選挙投票者登録リストより筆者作成
一時居住者や転入者 は省略。
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(4)識 字 プ ロ グ ラ ム が もた らす モ ノ

(4)一1女 性 で あ るため に

プ ログ ラム参加 者 の一般 的 な傾 向 と して、 自 らに 自:信が もてず 、劣 等感 を抱 い て いる ケー スが多 い。 そ

れ は、 「自分 た ちは何 もで きない」 と思 い こんで い る人が 圧倒 的 に多 いか らで ある。

一度 、女性 に生れ たら、他に何 も。他 に何 もで きない で しょ。結婚後 、ずっ と仕事 を して きたんだか ら。 女性 だか ら、子

供 も産み 、育てる。他 にないで しょう?お 金 がないか らね。疲 れて、体 もだるいけれ ど、仕 方ない。誰 も働 けないか ら。お

金があ った として も、女は仕事(家)を しない とい けないか らね。

(45歳b、 野菜 ・土 産物売 り)

女の子 は学 校に行 け ない って 、言 われてたか ら。 それが 当た り前だった し、別 におか しくは なか ったか ら。

(24歳 、農 業)

仕事が あればいいけれ ど。誰 も何 も しよう としないで しょ。 も し、誰かが 、もっ と自由 な、 もっ と何で もで きる(仕 事 を〉

社会 に した らいいけれ ど、それは無理で しょ。仕方 ないか ら。私に も無理 なこ とは分か っているか ら。だ って、ここか ら出

てい ったら、行 くところはない し、仕事 だってない じゃない。で も、何か やろ うと思 う気持が あれば、 どんな仕事 で もや っ

ていけ る と思 う。大 きな仕事(お 金 になる仕 事)を もらえた らね。(略)私 た ちはお金が ないか ら、 どんな仕事で も しない

といけ ないの よ。 そうで しょ?

(45歳c、 野菜売 り)

ヒ ン ドゥー教 の教 えに基 づ く男子 尊重 の考 え方 が 重 ん じ られ て きたた めか 、上記 の事 例 以外 に も 「女 に

生 まれた ら、子 供 を産 み 、育 てる 、他 に ないで し ょ?」 「女 の子 は学校 に行 けな い と思 っ.てい た。」 とい う

発 言 が複 数 あ り、 「女性 は 家事 に徹 しな けれ ば な らない 」 とす る、 女性 としての性 役 割 につ い て疑 問視 し

て こなか った ことや、 そ う した固定 的 な考 え方 を否 定す る よ うな行動 を とって こな かっ た こ とが うかが え

る。

しか し、そ の考 え方 を覆 したのが 、識 字 プ ログ ラムで あ った の だ。前項 で も述べ た よ うに、 参加 者 の多

くは、 「最 初は 何 を してい るの か、分 か らなか った。 近所 の 人が 集 ってた か ら覗 いて みた だ け。」 とい う も

の であ り、初 めか ら識字 クラス に参加 して読 み書 きを学 ぼ うと意欲 的で あ った わけ では なか った。

(4)一2新 たな試 み ～迷 いの 中 で～

毎 日、水(飲 料水)を 作 るこ とに した んです。家族 の健康 は大事.だか ら。(略)家 の 中もそ うだ けど、家の前 だって、み

んなで掃 除 しよって言った んです 。病 気に ならないよ うにね。息子 た ちだ って 、水 くみ をさせ てるんだか ら。義母 はずっ と

無視 してる。(笑)気 にい らないので しょう。前か らね。

(38歳b、 野菜売 り)

娘 が二人い ます。 ここ(ネ パ ール〉では、男の子が生 まれる と、 とて も喜ばれ るんです 。だか ら、下の子が産 まれた時 は、

家族 が何て思 うか と。 子 どもと過 ご しなが ら、夫 に も悪 い と思 ったこ ともあっ た。 で も、夫 はこの子(下 の娘)を 可愛 がっ

て くれてる し、私 もクラ スで知 ったこ とを伝え たんです 。(沈 黙)そ の時 、(夫 は〉何 も言わ なかったけれ ど、最近 は二人の

子 どものこ と、 とて も可愛が って くれて るか ら。

(27歳 、農業)

誘われるがままに参加した学習ではあったが、彼女たちが学んでいたクラスでは、読み書きの学習と平

行 して、衛生管理や子育てに関する保健医療や家族計画の知識、妊娠、出産に関しても同時に情報提供し

ていた。育児や出産に関する情報となると、性別役割分担を助長することにつながりかねないと考えられ

るが、彼女たちが参加 したクラスでは、男性 も育児に積極的に参加することを促 し、また、女児が生まれ
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て も悲 しむ こ とな く、 その誕 生 を祝 うテーマ が議 題 と して話 し合 われ てい た。

こう した情報 を摂 取 す るに際 し、識 字 教育 とは直接 関係 しない よう に も考 え られ るが、 一般 的 に読み 書

きの学 びは 、何 か を正確 に 「理 解 す る」 「知 る」 際 に、 よ り効 果 を発 揮 す る。 そ れ は、単 に、文 字 が書 け

る、読 め る とい う能力 を身 につ け る こと以外 に、 そ こ に付 随 す る様 々な知 識 の拡大 をね ら うこ とで 、 よ り

学 習の必 要性 が高 くな って くるか らで ある。 残念 なが ら、 ネパ ールの 識字教 育 は 、読 み書 き学 習の みが 先

行 す る形で行 なわ れて いる こ とが 多 く、ポ ス トリテ ラシー の役 割 が完 全 に理解 されて いな い よ うに も映 る。

そ う した 中で 、上記 の例 は、 意 図的 な改善 策 を行 な った結 果の ひ とつ と見 られ る。

さて 、NFEを 教 育支援 の枠 組 み で捉 え るな らば 、そ れ は、 開発 案 件 に求 め られ る 「変 化 を求 め た積極 的

な外 部 か らの介 入」 と考 え る こ とも可 能 であ ろ う。開発 途 上 国 を舞 台 に繰 り広 げ られ る開発 施策 は 、特 に

90年 代 に入 ってか ら人 間中心 主義 に視座 を据 え、援 助 活動 を行 って い る。 「開発 が 『人 間』 の潜 在能 力 を

最大 限 に引 き出 し、そ れ によ って生活 の 向上 と自立、選択 の 自由 な ど を促 進す る プ ロセスで あ る とす れ ば、

そ れ は物 質 的 、環 境 的、経 済 的 、社 会 的 な現象 で あ るの と同時 に、 当然 、 『心 理的 』 な現 象 を と もな う も

の であ る。」(佐 藤,p282,1996)「 ・已・理 的」 な もので あ るが ゆ えに、被 援助 者 の心 の動 きは時 間の経 過 と共 に

揺 れ動 き、外 部 か らは明確 に判 断 され に くい プ ロセス をた どる こ とに なる。

以 下 に示す 例 は、学 習 参加 者の 心 の動 きを示す もの で あ り、 プロ グ ラム参加 当時 の想 い と、 プ ログ ラム

終 了後 の心 の動 き を映 し出 してい る と考 え られ る。

(略)16歳 の ときに結婚 しました。 子 どもの ころか ら学校 には行 って ません。家 の手伝い(農 業)を してま した。 ネパ ール

の文化で女 の子は学校 に行 けないのです。結 婚 も、親が勧 めて くれ たので。叔父が紹 介 して くれ ま した。ネパー ルで は女の

子 は早 くに結 婚 した方が いいってい われてたか ら。両親 は結 婚が決 まった とき、 とても喜んで ました。 で も、私 は何を した

らいいの か分 からなか った。結婚 は したけれ ど、最初 は何を した らいい のか、分 か らなか ったんです 。(略)

私 は早 くに結婚 したけれ ど、それ までは何 をしたらいいのか、分 からなかった んです。結 婚後 、妊娠 したので病院 にいっ

たら、「あなたは何歳?」 って聞かれた ま した よ。 とて も恥か しかった け ど、嘘 をつ けなか ったので、年齢 を言っ たら、怒

られま した。子 どもを産むには早い ってね。それ から、子 どもが産 まれる までの しばら くは、 まだ独 身だって言 ってた頃 も

あ りま した。恥 か しいか ら。(笑 い)で も、私 の母 だって、16歳 で出産 してた し、何 も問題 はない と考 えてたの に。 レレー

(パ タンの南 方の村)に 居た ときは、結婚 は早い方が いい っていわれて たのに。で も、プ ログラムに参加 してか ら、結 婚後

の問題 とか を話 し合 った りする ようになった。そ れか ら、少 ヒ、早す ぎたのか と思 うよ うに なった。何 か、間違 ってたのか

と、悩 んだ時 もあった。最初 は どう してなのか 、分か らなかった け ど、今、2人 目の子 供 を育 ててるで しょう。その 意味が

よくわか るよ うな気がす る。だって、何で も私 に聞いて くる し、私が知 らない とこの子が 困る。上の子 は、 もう、 自分 で ど

こにで も行 けるか ら、心 配ないけれ ど、この子は まだ、5歳 。私が しっか りと教 えてやらない と困 るから。だか ら、クラス

で教わ ったこ とが、役 立つ ことが わかって きた。 自分で も何か うれ しいで しょ。 何 をす るのかが分 かる と。

ネパ ール語の読み書 きは、は じめか ら行 くつ もりなんてなかった。勉 強 もした こ とがないで しょう。 そん なこと(勉 強す

ること)よ りも、早 く家事や仕事 を手伝わ ない といけない とい う気持 ちの 方が、強か ったから。義母はいつ も 「何 してるの。」

と不機嫌 だったか ら。

(27歳 、農業)

皿:考 察

前項 の27歳 の女性 の例 は、半 ば偶 然 に参加 した プ ログ ラム に継 続 して顔 を出す こ とに よ り、そ れ まで の

自分 を見 つめ 、考 えて行 動 す る よ うに変 化 して きた こ とが わか る。 勧め られて結 婚 した こと を多 少後悔 し

なが らも、 自分 の 過去 を振 り返 っ てい る様子 が うかが え る。 こ う した 「振 り返 り」 は短期 間 に行 な われ た

の で はな く、子 育 てに よる時 間的 な経 緯 の中 で展 開 され てい った と考 え られ る。

プ ロジ ェ ク トの 実証 的 な成 果 の み を重 視 す るINGOの 体 制 か らす る と、時 間の 流 れ とと も に行 わ れ た

「振 り返 り」 は 軽視 され、上 述 の女性 はプ ロ グラ ム終 了後 、 「学習 内容 を把 握 し きれ てい ない」 と報 告 され

て しま う。確 か に、何 か を学 ぶ に あた って 、即時 に習得 してい くこ とを求め られ る場 合 もあ るが 、学 習後
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の時 間 的経 緯 の 中で 、学 習者 自身の 内面 的な学 び を重視 す る こ と も大切 で は なか ろ うか。その ような例 は、

何 も識字教 育 に限 った こ とで は ないが 、学 習 者の理 解度 を把 握 す る上 で、時 の流 れ と ともに個 々人 の 中で

展 開 されて い くひ とつ ひ とつ のス テ ップ も考 慮 されて い くこ とを求 めた い。

本 稿で 紹介 した事例 は、調査 内容 の一部分 で あ るが、全 体 と しては次 の ように集約 で きるので は ないか 。

まず 、学 習者 た ちは 、 自分 よ りも上位 の カー ス トに差 別的 な態 度 を と られ て きた こ とを 「苦 い経 験」 と捉

え てい る ものの、 そ れ に対 し、「仕 方 が ない」 「ど うす る こ ともで きな い」 と語 って い る。 この よ うな諦 め

の境 地 に加 え、 「お 金が ない か ら」 「どん な仕 事 で も しな い とい け ない 」、 また 「こ こか ら出て行 った ら、

行 くところが ない 」 と述べ 、辛 い状 況 では あ るが、路 上 で野 菜 を売 りなが ら 日銭 を稼 ぐこ とに徹 して い る

姿 が うかが える。

「自分 は低 カ ース トだか ら仕 方が な い」 とい う否定 的 な状 況認 識 に加 え、 カー ス トとい う出 自に基づ く

序 列 体系 を受 け 入 れて い る こ とが うかが え る。 そ して 、「大 きな(お 金 にな る)仕 事 が あ れ ば、金 持 ち に

な れる」 と信 じ、他 の カース トが 嫌が る仕 事 で も引 受 け よ う とす る姿 勢 が伝 わ って くる。、また 、 「私 た ち

は低 カ ース トであ る」 と、 そ の 「立 場性 」 を認識 してい る一 方で 、 自分 た ちの子 ど もには、他 の カー ス ト

か ら受 け る差 別的 な扱 い を経 験 させ た くな い とい う、親 の横 顔 も確認 された 。今 日で は、都 市 部 を中心 に

経 済的 な成功 に よ り、低 位 の カー ス トで も土 地 や財 産 を獲 得 し、 子 ど もた ちに充分 な教 育 を受 け させ よう

とす るケ ース が出 て きては い る。 しか し、仮 に裕福 とい われ る 「資源」 を獲得 した と して も、 出 自に基 づ

く社会 的差 別 は消 える こ とはな い。

さらに、彼 女 た ちの生 活全 般 か ら観 察 され る こ とは、単独 で行動 せ ず、仲 間 と ともに行動 しよう とす る

「共 同性 」 が強 い こ とで あ る。 「ここ に居 れば 、何 か 困 った こ とがあ って も、助 けて くれ るか ら」 「この辺

りは皆 、 同 じ(カ ー ス ト)」 とす る よ うに、 助 け 合い なが ら地 区 か ら出 て行 こ う と しない 「閉鎖 的側 面」

が確 認 され た。識 字 ク ラス を編成 す る にあた って も、 同 じコ ミュ ニテ ィーに属 す る者 同士 を組み 合 わせ る

こ とが 、学習 を進 め て行 く上 で も考慮 され なけれ ば な らない点 で あ る ようだ。単 に、知 らない人 よ りも顔

見 知 りの方が 気楽 で学 習 しや すい とい う考 え方 もあ るが、 これは彼 女 らの 「仲 間集 団」 を配 慮 して の こ と

で ある とい う。

1V:結 びにかえて

本稿 で 取 り上 げた ネパ ール の低 カース トの女性 た ちは、教 育 は不 要 とされ、幼 少期 に学校教 育 を受 け る

ことがで きなか った。 そ して 、仮 に通 学 しよ うと して も、低 カース ト故 に拒 否 され 、 さ らに、大 人 にな っ

てか ら も文字 は仕事 に関係 な い と言 わ れ、文 字 に接 す る機会 を持 て なか ったの であ る。 その ように周 辺化

され た女性 た ちを対 象 に行 わ れて い る識 字 プ ロ グラム の今後 の 課題 を、 本稿 の ま とめ と して 、次 の 三点 に

わた って指摘 して お きたい 。

第 一 に、現 在 お こな われて い るNFEプ ロ グ ラムは 公教 育 に比べ 、彼 女 た ちの ようなマ イ ノ リテ ィーが ア

ク セス しやす い教 育支援 策で はあ る もの の、 プ ログ ラム を提 供 す る側 の立場 性(高 カ ース ト、高 学 歴、富

裕 層)と 学習 者 の立場 性(低 カース ト、女性 、低学 歴 、貧 困層)の 間 に は一定 の距 離が あ り、学 習 者側 か

ら積極 的 に ア プローチ す る には困難 な状 況 が存 在 して い る こ とで あ る。従 っ て、低 カ ース トの生 活現 実 や

学 習観 に よ り密着 した プロ グ ラム を提供 す る体 制 づ くり、 と りわ け学習 者 の生 活世 界 を理解 し、 彼 女た ち

の立場 を優先 す る ことがで きる指導 者 の育成 を求 め たい 。

第二 に、識 字学 習 プ ログ ラム終 了後 の ア フ ター ケ アが な されて いる ケ ースが 少 ない こ とであ る。就 学経

験 の乏 しか った成 人女性 を対象 に進 め られる プ ログ ラム は、様 々 な背景 を もつ 人 た ちの学 びで もあ り、彼

女 た ち を積 極 的 に支援 してい く必 要が あ る。一 つ の改善 策 と して、 ポ ス トリテ ラシー プ ログ ラム終 了後 に

も彼女 た ち に接 近 す る こと を提 案 した い。彼 女 た ちは 家庭 の 中で文 字文 化 の ない生 活 を してい るケ ース が

多 い。 よって 、 プロ グ ラム終了 後 の継続 的 な支援 策 、例 えば定期 的 に学 習 内容 の確 認作 業 を行 う機 会 を長

期 にわ た り設 ける こ とな どが望 まれ る。 なぜ な ら、 プ ログ ラム終 了 か ら4年 も経 過 してか ら、改 め て学 習

内容 の意味 を理解 しは じめて い る様 子 が うか が えるか らであ り、 その ような時 間的 な経 緯 の 中で展 開 され
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て い った学 び も高 く評 価 され るべ きこ とだ と考 えるか らで あ る。

第三 に、本 稿 で は識 字 プ ロ グラ ムを取 り巻 くコ ンテ クス トを、 カ ース ト制 度 を下 部構 造 に もつ 社 会 を中

心 に分析 したが 、 当該 社 会 の中で 周辺 的 に位 置づ け られ てい る学 習者 の女性 た ちは、絶 えず この コ ンテ ク

ス トの 中に置 か れて お り、人 間社 会が生 み だす 混沌 と した軋櫟 の 中 に さ らされて い るので あ る。

また 、開発 施策 に反映 されて い る政 治 的、経 済 的、 社会 的 な利害 の絡 み 合 いの 中で、 彼女 た ちの ような

存 在 が 、時 には開発 案件 を取 り込 むため の市場 の 題材 と して扱 わ れ て しま うこ とに もな りか ね ない こ とを、

開発NGOを 含 め 、支援 活 動 に携 わ る人々 の視野 にお さめて お く必 要性 を述べ て お きたい 。

<注>

1)CenterofS亡atisticalYearBookNepall999

2)HMGMinistryofEducationTheMasterPlanTeam,1997『TheBasicandPri㎜yEduca電lonMasterPlan蔽)r1997-2002』

3)CERID,1998,Fac`Sheet,Sep,lssue2,TdbhuvanUniversiεyに よる と、 ネパ ー ル全 土 で210,750名 、 ポス トリテ ラ シ ー

プ ロ グ ラム に は51,750名 の参 加 が 報 告 され て い る 。報 告 書 に よ り、 基 礎 的識 字 学 習 期 間の 参 加 者 とポ ス トリ テ

ラ シー の参 加 者 を合 わせ て 報 告 して い る もの もあ る。

4)パ ンチ ャー ヤ ッ ト体 制 とは 、 マヘ ン ドラ国 王(在 位:1955-1972)に よ り制 定 され た統 治 シス テ ム で あ り、 具

体 的 には 国王 を頂 点 と して 、 国 、県 、 郡 、 市 町村 の各 レベ ル で の評 議 機 関(パ ンチ ャーヤ ッ ト)を 通 して全 国

を統 治 、統 合 す る とい う もの であ っ た。1990年 に ネパ ー ル会議 派 と統 一 左 翼 戦 線が 連 合 して 民 主 化運 動 を起 す

まで 、 パ ンチ ャ「 ヤ ッ ト制 度 は継 続 され た 。(石 井 編 、1996)

5)例 えば 、小 林 、1999や 南 、1997。

6)「 立 場 性 」 とは 、 あ ま り使 用 され な い 語 で は あ るが 、本 稿 で は 、 あ る 人 の 置 か れ て い る 「立 場 」 を現 時 点 の み

を示 す 意味 と して 用 い る で は な く、 その 人 の 「過 去(背 景)か ら現在 に至 る まで の両 方 を表 す 」 語 と して用 い

てい る こ とを述 べ て お く。

7)識 字 能 力 の 判 断 は 、 ネ パ ー ル の 場 合 、小 学 校3年 生 程 度 の 能 力 を保 持 して い るか ど うか で 測 られ て い る 。

(NepalHumanDevelopmen～Repoπ1998,p76)

8)本 稿 で 取 り上 げ る識 字 プ ロ グラ ム は 、 ネパ ー ル の公 用 語 で あ る ネパ ー ル語 の 習 得 をめ ざす もの で あ る 。民 主 化

(1990)以 降、 初 等 教 育 の 普 及 やNFEの 推 進 な ど、 ネパ ー ル語 を通 じて 国 民統 合 を 図 ろ う とす る言 語 政策 の 動

向 は 一定 の成 果 は み られ る ものの 、 国 全 体 と して は さ ほ ど進 展 して い ない よ うに も思 われ る。 そ れ に は 、 ネパ

ール 語 の持 つ 限 界 とこの 国 の公 教 育 にお け る 問題 が あ げ られ る。

ネ パ ー ル語 は 、現 憲 法(1990)に おい て 公用 語(o伍ciaHanguage)、 お よび 国語(narlonaHanguage)と され てい

る もの の 、国 語 と.して は未 成 熟 な側 面 が あ る と指 摘 され て い る 。 そ れ は ネパ ー ル語 の次 の よ うな性 格 に基 づ く

もの で あ る。 一 つ には 、 どの言 語 に も様 々 な方 言 が あ る よ うに 、 ネパ ー ル語 に も数種 の方 言 が あ る 。 その 中で

も、 カ トマ ンズ 方 面 の 方言 が 主 流(標 準 語)と な ってい る。 しか し、 異 なる 方 言 間で は互 い に 通 じず 、 ネパ ー

ル語 の話 者 同士 で も コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ンが は か れ ない ケ ー スが 生 じてい る。 二 つ 目 に は、 日常 生活 で用 い られ

る ネ パ ー ル語 と学 問 や行 政 にお い て 用 い られ る ネパ ー ル 語 との 違 いで あ る。 そ もそ も、 ネ パ ー ル語 は語 彙 が 非

常 に 少 ない た め 、 学 問 や 公 的 な場 で用 い られ る 際 、 サ ンス ク リ ッ ト語 や 英 語 か らの 借 用 語 が 非常 に 多 くな り

(Hu電tMJ,p51,1988)、 ネパ ー ル語 の 識 字 者 で あ って も、 普 段 、 ネパ ー ル語 を使用 し ない 少 数 民 族 で あ る 場 合 、

新 聞や 公 文 書 な どを理 解 す る こ とは 困難 で あ る と考 え られ る。 こ う した こ とは 、 どの 言 語 に お い て もあ て は ま

る こ とで あ る が 、 ネ パ ー ル語 の場 合 、 そ の度 合 い が 他 に 比 す る もの で は な い とい う こ と を述べ て お く必 要 が あ

る。

さ らに、 民 主 化以 降 、少 数 民 族 の 言語 も国民 語(rastrabhasa)と して保 証 され て い る が 、母 語 に る学 校 教 育

は認 め られ て い る もの の 、 実 際 に は ほ とん ど行 な わ れ て い ない 。 とい うの も、 特 に都 市 部 に お いて は 、教 育 を

受 け た 人 々が 話 す 言 語 は ネパ ー ル語 とい う よ うに 、 ネパ ー ル語 の 権 威 的 な位 置 づ け が確 立 して しま って い る か

らで あ る。 そ して近 年 で は 、 英 語 の普 遍 的 な要 素 が 重視 さ れ る よ うに な り、英 語 で 教 育 を受 け る こ とが 注 目 さ

れ は じめ てい るた め 、母 語 に よる初 等 教 育 は有 益 で は な い と判 断 され て お り、 生徒 が 集 ま らな い状 況 にあ る。

ま た、 公教 育 の場 で は、 ネ パ ー ル語 の 学 習 は行 わ れ て い るが 、 今 日で は私 立 学 校 にお け る英 語 に よる 初等 教

育 が拡 大 して き て いる 。 そ の ため 、 富 裕 層 は 母 語 に加 え て ネパ ー ル語 、お よ び英 語 を駆 使 す る こ と を重 視 す る

よ うに な り、 将 来 的 には子 ど もを海 外 へ留 学 させ た り、 初 等 教 育 か ら海 外 の 全 寮 制 の学 校 に入 れ る な ど、 国 の
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公 教 育 に対 す る信 頼 の無 さが うかが える 。

この よ うな現 状 を生 み出 す 要 因 と して は 、 そ もそ も、 ネ パ ー ルが 多民 族 、 多言 語 国 家 で あ る こ とが げ られ る。

ネ パ ー ルで 用 い られ る言 語 は 、主 と して イ ン ド ・ヨー ロ ッパ語 系 とチ ベ ッ ト ・ビルマ 語 系 に大 別 され 、 そ の 数

は お よそ60数 種 に もお よぶ 。 特 に 、 山間 部 で使 用 されて い る 言語 は文 字 を持 た な い ため 、 記述 的 な研 究 は 少 な

い。 さら に、 未 だ個 々の 言 語 の正 確 な話 者 人 口 や 言語 数 は 把握 され てお らず 、 不 明瞭 な言 語 や 方言 も存 在 して

い る 。 こ う した現 状 に対 し、 国 民 語 政策 提 言 委 員 会 の 答 申で は 、 言 語調 査 の必 要 性 が 指 摘 され て い る 。 また 、

委員 会 の メ ンバ ー に少 数 民 族 出 身者 を入 れ る な ど、マ イ ノ リテ ィー に対 す る 配慮 もされ て お り、 ネパ ー ル語 を

中心 に少 数 話 者語 の 発 展 が 主 張 さ れ てい る 。 しか し、 そ う した 政策 を支 える資 金や 政 治 的 な側 面 な ど、 言語 政

策 にか か わ る諸 問 題 は複 雑 ゆ え に 、今 後 の 見通 しは 不 明確 な もの で あ る とい え る(小 林 、2001)。

9)Gumと は高 僧 を意 味 し、一 字 一 句 、 指導 者 に続 い て復 唱 す る形 で授 業 が 進 め られ て い く暗 記 中心 の教 授 法 の こ

とを い う。 ア ジア の宗 教 の 特徴 で もあ るが 、 ヒ ン ドゥー の場 合、 教 育 はバ ラモ ンとい う社 会 集 団 の特 権 で あ り、

内容 も高 僧 が 述べ た教 えや 成 文化 された 経 典 を徹 底 的 に暗 記 す る とい う もの で あ っ た。 ネ パ ー ルの 場 合 、公 教

育 にお い て も、 このGun1-kumシ ス テム を脱 しきれ て い な い とい う指 摘 も多 い(例 え ば 田 中、1989)。

監0)pRA(=pa質icipatoryRulalApprisa1)と は、 地域 住 民 が 自 らの 生 活 の知 識 や 状 況 を共 有 し、高 め 、 分析 し、 さ ら

に 計 画 、 行 動 、 監 視 、評 価 す る こ と を可 能 に す る 一 連 の ア プ ロ ー チ や 方 法 の こ と で あ る 。(C血ambers,訳 書 、

2001,p249.)具 体 的 に は、 「主 体 的 参加 型 農 村調 査 法 」 と訳 され る 。今 日で は 農村 開発 の み な らず 、 政 策 や成 人

識字 学 習 の 場 にお い て も用 い られ て い る た め 、 「住 民 主 体 に よ る学 習 と行 動 の 開 発 」(=PaπicipatoryLeaming

andAction)と して考 え られて い る。

11)RBFLBCT(=RegeneraIedFreireanLileracythroughEmpowedngCommuniIyTec㎞ 童ques.)と は ブ ラ ジ ルの 教 育学

者P.フ レイ レが 提 唱 した教 授 法 に習 う識 字 プロ グラ ムの 教 授 法 で あ り、 ネパ ー ルで は イギ リス を本 拠 地 とす る

INGO、ACTIONAIDに よ り展 開 され て い る。REH,F(ITの 主 な特 徴 は 、PRAの 理 論(注 の10を 参 照 の こ と)を 基

軸 に 、学 習 参 加者 全 員 で コ ミュ ニ テ ィの 地 図 を作 成 しなが ら、 コ ミュニ テ ィ内 で何 が 不 足 して い るか 、 また何

が必 要 なの か を全 員 で討 議 して い くこ とで あ る 。指 導 者 は フ ァシ リ テ ー ター と して、 テキ ス トを重 視 せ ず 、 学

習者 との デ ィス カ ッシ ョン を も とに 、学 習 者 が必 要 な知 識 、技 術 、気 づ き等 を共 に発 見 して い くこ と を 目指 す

もので あ る。 その 他 、各INGOに よ り、 独 自の識 字 プ ロ グラ ムが 開発 さ れ、 運営 され て い る。

12)INGOが 実 施 して い る プ ロ グ ラ ムは この 限 りで は な い。 他 に も軌 道 にの って い る プ ロ グ ラ ムが 多 数 あ る が 、 紙

幅 の都 合 上 、別 稿 で 記 してい くこ と とす る 。

13)カ トマ ン ズ盆 地 の先 住 民 族 。 イ ン ド文 明 の 影 響 を強 く受 け、 ヒ ン ド ゥー教 、仏 教 を併 合 し、 カ ー ス トシス テ ム

を持 つ 文 化 を築 い た。18世 紀 後 半 ま で は カ トマ ンズ盆 地 を中心 と した主 人公 で あ っ たが 、 今 日に お い ては 、 ネ

パ ー ル の 多 数 の 民 族 の 中 の マ イ ノ.リテ ィ ー に位 置 づ け ら れ る。 チ ベ ッ ト ・ビ ルマ 語 系 の 言 語 を母 語 に持 つ 。

(母 語 人 口 は約69万 人 、1991年 現 在>

14)パ タ ン市 の 民族 構 成 は ネ ワー ル が43.1%、 パ フ ン、 チ ェ ッ トリ、 職 業 カ ー ス ト(Occupa重ionalcaste)な どの パ ル バ

テ ・ヒ ン ドゥー(ParbateHindu)が42.5%、 タマ ン(Tamang)を は じめ とす る そ の他 の 民 族が 残 りの 約10%を 占 め

てい る。

15)1996年 度選 挙 投 票 者登 録 リス トよ り。

16)調 査 の 概 要 で あ るが 、 カ トマ ン ドゥ近 郊 の パ タ ン市 、A地 区(仮 称)を 中心 に参 与 観 察 を行 い 、 地 区 内 に居 住 す

る識 字 学 習経 験 者 を キー イ ンフ ォーマ ン トとす る イ ン タ ビュ ー調 査 、 並 びに 地 区 内で 識 字 プ ログ ラ ム を運営 し

て い るINGOやLocamGO(以 下LNGO)の メ ンバ ー や 、地 区 内 の居 住 者 等 にも 聞 き取 り調 査 を行 な った 。(調

査 期 間:1997,4120～5/31,811～n/30、1998,311～5130、2000,2127～3120、2001,9112～9122)そ の結 果 、52名 の 学

習 経 験 者 に話 を聞 くこ とが で きた が 、本 稿 に お い ては そ の うち の 董5名 の デ ー タ を扱 う もの とす る。 イ ン タ ビ

ュー の形 式 は ライ フ ヒス トリー法 を考 慮 に入 れ 、 オ ー プ ンエ ン ドで 自 らの 生い 立 ちや生 活 経験 な どを1人 約1時

間か ら2時 間 を 目安 に 、 自由 に語 っ て もら う こ と に した 。 キ ー イ ンフ ォー マ ン トの 紹 介 にあ た って は 、 同地 区

内 で 活動 す るINGO、LNGOの ス タ ッフの協 力 を得 た 。

17)カ ミ、サ ル キ とも にパ ルバ テ ・ヒ ン ドゥーの 職業 カ ース トで あ り、 一般 に、 カ ミは鍛 冶屋 、サ ル キ は皮 革 職 人、

靴屋 に従 事 す る カ ース トと されて い る 。近 年 にお い て は この 限 りで はな い 。

18)サ ヒ(Sahi)と は 屠 殺 業 に従 事 す る カ ー ス トで あ るρ 近 年 、 「サ ヒ」 と呼 ば れ て い る が 、 も と も とは 「カサ イ

(Kasai)」 とい う名 で 呼 ばれ て い た。 この よ うな名 称 の 変 化 は 、 ア ン ダ ッチ ャ ブ ル と され る職 業 カ ー ス ト層 に多

く見 られ る現 象 で あ る。 彼 らは そ れ まで の バ ル ナ モ デ ル(四 姓 制 度)に お け る 「ナ チ ュ ネ(Nachhune)」 とい
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う職 業 カ ー ス ト層 に 対応 す る ネ パ ー ル 語 を使 用 した が ら な い傾 向 にあ り、 同様 に 、 自分 の属 す る 「ジ ャー ト

Gat)(=カ ー ス ト)」 の 名 称 を好 ん で 変 名 す る動 きが 生 じて きて い る。 「サ ヒ」 とい う名 は チ ェ ッ トリ ・カー ス

トに属 す る名 の 一 つ で あ り、 こ の 変名 は 明 らか に紛 ら わ し さ を意 図 的 に狙 っ た撹 乱 戦 術 との 指 摘 が あ る。(山

本 、2001,p206.)

19)こ の事 例 に 関 連 して述 べ て お くが 、一 般 的 にカ ー ス ト社 会 は 内 婚 的 であ るが 、 異 な る カ ース ト間 で結 婚 し、 子

ど もが も うけ られ る例 は存 在 す る。 そ の場 合 、子 ど もは母 親 の カー ス トを受 け継 ぐ(Rana&Dhungel,1998,p11.)

と され て お り、子 ど もは地 位 の高 い 方 の 親 の カ ー ス トと同 等 とは認 め られ な い のが 普 通 で あ る 。 しか し、 パ ル

バ テ ・ヒン ドゥー の高 位 カ ー ス トを父 親 に もつ 場 合 は この 限 りで は ない 。

20>上 位 の カ ース トに水 を手 渡 す こ と を許 され て いな い カ ー ス トの 意。
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AnAnalys蚤sofAdult:LiteracyLearnersinNepal:

IntheConte:証ofCasteS㏄jbty

NAGAOKAChizuko

Since1951,Nepalhascarriedoutasedesofdevelopmentmeasuresfbritsmodemization,buttherestin

remainvariousuncerIaintiespolitically,economicallyands㏄ially.Educationaldevelopmentpoliciesarefacedwith

variousproblems.

Non-R)㎝alEducation(NFE)pK}gramsare!¢gardedaspdoritypolicymattersandliteracyeducationispracticeda1匪

overNepal,particularlyfbradultwomen.

NFEprogramsareledbyNGOsratherthanbythegovemment,andthenumberofNGOsconcemedis

saidtoexceed500.Ho寅ever,mostofthoseprogramsdonotseemtobepayingpropera枕entiontqtherealityand

trueneedsofthe豆eamersasfhrasthes乾mceandperspectivesoftheprogramprovidersimply.Also,competition

amongNGOsisontheincrease,andNepalisbecomingakindof`mafketfbrdevelopmentpr句ects.,

Basedonexistingresearch,thispaperattemptstoreexamineongoingliteracyprogramsinNepalandto

analyzetheirimplicationsfbrtheleamersillthecontextofcastesociety.


